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アル・アクサ洪水第６５５日目：飢饉が深刻化する中、ガザの子どもたちが飢えで死亡｜
イエメン、テルアビブを攻撃 
 Palestine Chronicle、２０２５年７月２３日、脇浜義明訳 

イスラエルは、ガザのパレスチナ人に対する戦争の武器として、民間人の飢餓を使い続けている。(Photo: Ahmed al-Arini, via QNN) 

 

主要事項 

 ＊ガザ医療救済局長によれば、ガザ回廊は飢餓の危険段階に入っており、女性と子どもの大量死が予想される。  

 ＊イエメンのアンサールッラは超音速ミサイルをベン・グリオン空港に向けて発射し、空の交通を中断させた。 

 ＊ガザのパレスチナ保健省によれば、２０２３年１０月７日以降のイスラエルのガザ回廊攻撃の犠牲者は、死者５８，３

８６人、負傷者」１３９，０７７人で、その多くは女性と子どもである。 

 

最新情報 

７月２３日    １２：４５ｐｍ（パレスチナ時間） 

 ＊パレスチナ・クロニクル：今朝またもやイスラエル占領軍はガザ市で虐殺を行った。同時に、２日前から始めた地上侵

攻の一環として、デイル・アル・バラフ市への空爆と砲撃を強化した。 

 ＊アル・アウダ病院：ネツァリム回廊近くで援助物資配給を求める人々が銃撃され、４人が撃ち殺された。 

７月２３日    １１：５７am 

 ＊ガザ政府メディア・オフィス：ターメル・アッザアニン記者とワラ・アル・ジャアバリ記者の殺害で、ガザにおける

ジャーナリストの死亡者数は２３１人となった。メディア・オフィスはイスラエルの組織的なパレスチナ人ジャーなりリス

ト殺害を強く非難した。 
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 ＊チャンネル１２：ガザの援助物資配給センターで警備員として働いている元米兵は、警備員がパレスチナ人に発砲した

り非人間的扱いをすると述べ、「私は軍人生活の中でそんな軍の使い方は見たことがなかった」と言った。彼は警備員の仕

事を辞め、何の罪のない飢えた民間人を殺害する軍警備員を処罰すべきだと言った。 

 ＊イスラエル軍ラジオ放送：イスラエル軍は今朝デイル・アル・バラフ市作戦を終えて部隊をと撤退させたと発表した。

軍高官は同地域の作戦が再開することはないと述べた。 

 ＊ハマス声明：ハマスは、ガザ封鎖と飢餓を終わらせるための大衆抗議運動を、金曜日から日曜日にかけて、世界各国の

首都で行うことを呼びかけた。イスラエル大使館や米国大使館前で坐りこもうと、ジェノサイドと飢餓に対する世界の良心

に訴えた。 

 ＊アッシーファ病院：ガザ市のテル・アル・ハワ地区へのイスラエル軍の空爆で、ジャーナリストのワラ・アル・ジャア

バリと彼女の５人の子どもが死亡した。 

 ＊パレスチナ地元からの報告：イスラエル海軍がハーン・ユーニスの沖合から、漁村に対する艦砲砲撃を集中的に行っ

た。 

 ＊パレスチナ・メディア：失神や衰弱で行倒れになる奨励が頻発し、ガザ回廊の病院は疲労と飢えに苦しむ衰弱した人々

で溢れている。 

 ＊パレスチナ・メディア：今日早朝、イスラエル占領軍は西岸地区ナブルスのラフィディア病院の救急外来棟を襲撃し

た。 

 ＊パレスチナ・メディア：イスラエル占領軍車両は、今日早朝の襲撃で、ナブルスのラフィディア病院救急外来科へのア

クセスを遮断した。 

 ＊アル・アクサ TV：今日早朝、ガザ市南西部のテル・アル・ハワ地区にあるアル・ファラーフ・モスク付近へのイスラ

エル軍の空爆で、数人が死傷した。 

７月２３日    ２：０５am 

 ＊パレスチナ・メディア：今日早朝、イスラエル無人機がアル・ブレイジ難民キャンプの中の住宅を爆撃した。それと

同時に戦車部隊がキャンプ東部を猛烈に砲撃した。 

 ＊パレスチナ・メディア：デイル・アル・バラフとその周辺は一晩中何回も空爆された。さらに、照明弾が発射され、地

上軍がデイル・アル・バラフ市南部と東部へ侵攻した。 

７月２３日    １２：４７am 

 ＊イスラエル国防相：イスラエル・カッツ国防大臣は、イスラエルはガザとイエメンの２戦線で闘っており、両方で決定

的に勝たなければならないと述べ、「我々は戦争目的を達成する最短距離にいる」と付言した。 

 

 


